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論  文  名 日本近代文学における「語り」と「語法」 
 本論文は、明治 20年代以降の近代文学の文章を、言語研究の立場から、「語り」と「語法」の相互
連関という観点に立って解明したものである。全体は、「序論」「本論」「結論」から成り、中心をな
す「本論」は「第 1部 尾崎紅葉」「第 2部 偶然確定条件」「第 3部 そのほかの語りと語法、及び














 「本論」第 2 部は、「偶然確定条件」の表現形式についての考察である。言文一致では、文末辞が
注目されがちであるが、言文一致は「語り」の選択の問題として文末だけの問題ではなく文中の表現
形式にも関係する。この観点から尾崎紅葉、二葉亭四迷の翻訳作品（『あひゞき』『めぐりあひ』）の
初訳（明治 21-22年）と改訳（明治 29年）、三遊亭円朝の人情話速記三作品を精査している。その結
果、文語体にルーツを有する「仮定形（已然形）＋バ」は語り手が姿を現した調子の高い語り口とな
り、「終止形＋ト」の場合は、淡々と事物を記述する語り口となることを例証している。 
 「本論」第 3部は、これまで取り上げてこなかった語彙や表記に関する考察である。特に時代小説
（白井喬二『富士に立つ影』、大正 13年-昭和 2年）の「ノデアッタ」文の使用や、幸田露伴の『普
通文章論』（明治 41年）に見られる文章観について考察している点が目を引く。 
 以上、本論文は、動的な「語り」と静的な「語法」との相即体として言文一致体を言語学的に考察
した点で、文章論史および言文一致の研究に新たな視点を切り開いたものとして高く評価される。 
 よって、本論文の提出者は、「博士（文学）」の学位を授与されるに充分な資格を有するものと認め
られる。 
 
